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情報知能工学科 Computer and Systems Engineering

国 際 交 流

海外の大学や研究機関との多数の共同研究実績があります。国際的
な研究集会の企画や開催に多くの教員が参画するとともに、大学院
に在籍する学生のほとんどが、これらを始めとする様々な国際学会で
の研究成果発表を経験しています。毎年、外国人留学生を受け入れ
ており、その主な出身国は、ウクライナ、オーストラリア、韓国、ス
ウェーデン、中国、ドイツ、ネパール、ブラジル、フランス、ベトナム、
ペルー、モロッコ、ラオス、ルーマニアなど、多様な地域にわたってい
ます。

卒業後の進路

毎年、多数の企業からの求人依頼があり、基幹産業、先端産業である
電気・電子・情報・通信・機械関連の製造業を中心に就職しています。
その他、金属・重工・自動車や、電力・ガス、さらには、金融・商社・マ
スコミから官公庁や教育界まで、あらゆる業種への就職実績があり
ます。本学科・専攻の卒業生・修了生は、多様化する社会の中で、技
術者・研究者・管理者として中心的な役割を果たし、非常に高く評価
されています。なお、学部学生の大多数（ ～ %）が、より高度な
専門知識を習得し、研究を深めるため、大学院博士課程前期課程に
進学しています。また、博士課程前期課程修了者の約 % が博士課
程後期課程に進み、博士号の取得を目指しています。

主な就職先

Message 在学生・卒業生からのメッセージ

情報知能学研究トピックスTOPICS
スマートアグリ
いま、日本の農業は大きな岐路に立たされています。農村部における人口
減少と超高齢化、40%を下回り続けている低い食料自給率、そしてTPPに
よる関税撤廃など、様々な問題が押し寄せています。一方で、2009年には
340兆円であった世界の食市場が2020年には680兆円に倍増することが見
込まれていることなどから、競争力強化を図ることで日本の農業をグロー
バル展開する好機と見る向きもあります。そこで、大きな期待が寄せられ
ているのが、コンピュータやネットワーク技術などの最新テクノロジを利
用して農業にイノベーションをもたらす「スマートアグリ」です。

私たちの研究室では、農業現場から得られる多種多様なデータの知的処理
により、農業を効率化するしくみについて、学内外の専門家と一緒に研究
しています。例えば、畑の作物を対象として、カメラ画像から推定された
草丈・花数などの生育データや、センサで取得された気温などの環境デー
タをもとに、データマイニング技術を用いることで熟練農家の知恵やノウ
ハウを顕在化させる手法を開発しています。これによって、効果的な農作
業のヒントの提供や、次世代への円滑な技術継承を可能とします。また、
牛同士のインタラクションを検知することで放牧牛の行動を分析したり、3
次元画像を利用して肥育牛の発育状態を管理したりなど、最新のデバイス
やデータ処理技術を活用した研究にも取り組んでいます。

大川剛直 教授（知的データ処理分野）

大豆畑に設置した環境センサ
体重予測のための肥育牛の
3次元点群画像

インタラクション検知用の
デバイスを装着した放牧牛

アイテック阪急阪神㈱ ㈱アルファシステムズ アークレイ㈱ アクセンチュア㈱ ㈱インターネットイニシアティブ
ウルシステムズ㈱ ㈱オージス総研 ㈱オロ エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ㈱ NTTコムウェア㈱
㈱NTTデータ ㈱エヌ・ティ・ティ・ドコモ ㈱カプコン 川崎重工業㈱ 関西電力㈱
キヤノン㈱ キヤノンITソリューションズ クックパッド㈱ グリー㈱ グローリー㈱
㈱ケイ・オプティコム KDDI㈱ ㈱神戸製鋼所 コベルコシステム㈱ ㈱小松製作所
㈱サイバーエージェント JFEスチール㈱ 新日鐵住金㈱ 新日鉄住金ソリューションズ㈱ 住友電気工業㈱
ダイキン工業㈱ TIS㈱ ㈱デンソー ㈱東芝 トヨタ自動車㈱
西日本電信電話㈱ 西日本旅客鉄道㈱ 日本電気㈱ 日本電信電話㈱ 任天堂㈱
㈱野村総合研究所 パナソニック㈱ ㈱日立製作所 富士通㈱ 古野電気㈱
三菱電機㈱ ㈱村田製作所 ヤフー㈱ ㈱リコー ルネサスエレクトロニクス㈱

私は情報知能工学科を卒業後、大学院に進学し、現在、博士課程後期課程に
在学し生産システムに関する研究に従事しています。現実世界の情報とサイ
バー空間での計算の融合（CPS）により、お客さんにとっても企業にとっても
嬉しい「ものづくり」を実現するための仕組みを作ることが私の研究のテー
マです。情報知能工学科では、「情報」や「知能」という言葉から連想されるソ
フトウェアに関する講義だけでなく、電子などハードウェアに関する講義や、
ソフトウェアとハードウェアを繋ぐ講義も数多くあります。「ソフトウェア技
術者になりたいから、ハードウェアのことは解らなくてもいい」というわけで
はありません。ソフトウェア技術者だからこそ、ハードウェアの知識が武器
になるのです。情報知能工学科ならば、「情報の知識を武器に、他の分野で活
躍する技術者」と「ハードがわかる情報技術者」の
どちらにもなれますし、勿論そのような分野の研究
者にもなることも出来ます。先生方は研究だけなく
教育にも熱心で、非常にパワフルです。世界の最先
端を全力で走る先生方が、我々学生の成長をサ
ポートしてくださっています。刺激的な環境で研究
に没頭することは大変楽しいです。是非、情報知能
工学科に入学しその面白さを体感してください。

AI や IoT といった最先端の知識に触れることができるのが情報知能工学科で
す。私自身、深くは知らないまでも“ 通信 ” や “プログラミング ” などといった今
後の社会の在り方を大きく形作っていくであろう分野に興味を持ちこの学科に
進学しました。情報知能工学科の授業は専門分野に対する知識を深める講義か
ら実際に自分の手でゲームやロボットを組み立てるような授業まで多岐にわ
たっています。情報通信の分野に興味があったとはいえ全くの初心者だった私
は最初、課題をこなすのに精一杯で授業になかなかついていけませんでした。し
かし先生方を初め先輩や友達みんなの助けを借り、プログラミングスキルだけ
でなく物事を構造的に捉える力も身に付いたのではと思います。また 4 回生で
配属された研究室では、情報知能工学科が最先端な部分だけでなく社会の基盤
を支える仕組みにも大きく精通していることを改め
て学びました。私の所属するシステム計画講座では
システム最適化や最適化を行う仕組みに関しての研
究が多く取り扱われています。学部 3 年間で学んだ
ことが実際に社会のどういった部分で役に立ってい
るのかを実感しながらの研究はとてもおもしろいで
す。あらゆる知識に触れ、たくさんの仲間と成長でき
る大学生活を情報知能工学科で送ってみませんか？ 

ソフトウェアとハードウェアの
架け橋となる研究者を目指して

●●●●●
●●●●●

杉之内将大 田村菜ツ実 
（　　　年工学部情報知能工学科を卒業、博士後期課程在学中） （工学部情報知能工学科　年生）

システム計画
従来は、パソコンやプリンタ、スマートホンなどのIT関連機器が
接続されていたインターネットに、それ以外の様々なモノがつな
がるようになりました。例えば、家庭内の家電製品をインター
ネットにつなげることで、外出中もスマートホンで操作ができま
す。また、玄関にとりつけた防犯カメラの様子をいつでも見るこ
とも可能です。このように多くのものがつながる時代で重要とな
るのが、つながっている全てのモノを、大勢の人が生活する社会
全体でどのようにうまく使いこなすかということです。そのよう
なスマートな社会の実現には、ネットワークでつながっているシ
ステム全体を賢く上手に計画することが重要な課題となります。
そこで我々は、ネットワークにつながる個々の要素に人工知能
（ソフトウエアエージェント）を搭載し、それぞれがネットワー

大規模熱流体
シミュレーション

スパコン「京」による大規模自動車空力シミュレーション

人工知能が搭載されたスマートファクトリーシステム ツイッター利用者間のつながりネットワーク解析

コンピュータによるシミュレーションは、理論、実験に
次ぐ第三の科学として様々な科学・工学分野で活用され
ています。我々は、「京」に代表されるハイエンドスパ
コンを活用し、熱・流体運動を高精度に予測する大規模
シミュレーション技術を開発することで複雑な物理現象
を解明すると共に、その技術を産業界で活用・展開する
ための研究開発を行っています。例えば自動車の開発で
は、自動車に作用する空気の力（空力）を高い精度で求
め、燃費を予測、向上することが強く求められていま
す。また、空力は、高速走行する自動車の安全性にも大
きく関わります。今まではこういった空力予測には、風
洞を用いた実験が行われてきました。ここに大規模空力
シミュレーションを適用することで、風洞実験に匹敵す
る精度での空力予測を、高速かつ低価格で実現できるば
かりでなく、風洞では計測が不可能な、追い越しやすれ
違いといった実走行状態での自動車の走行安全性評価が
可能となります。　　　　　　坪倉 誠（計算流体分野）

クを使って通信・交渉・制御することで、システム全体をスマー
トに計画し運用する研究を進めています。例えば、このシステム
計画技術をモノづくりに応用することで、今までにない賢くてス
マートな工場（スマートファクトリー）が実現され、消費者ひと
りひとりの好みに応じた様々なカスタマイズ製品を、適切な価格
で提供することが可能になり、製造立国日本におけるモノづくり
を支援することができます。また、ツイッターやフェースブック
などのSNSを用いた情報の広がり方をシミュレーション手法で解
析したり、リーマンショックのような突発的なリスクに負けない
金融ネットワークを設計するなど、大規模なシステム内の様々な
問題に対して、様々なシステム最適化手法を用いた問題解決を行
なっています。　　　　　    貝原俊也 教授（システム計画分野）

・産管理・全体表・モニタ

PLC

供給トレイ
完成品トレイ完成品トレイ完成品トレイ完成品トレイ完成品トレイ完成品トレイ完成品トレイ完成品トレイ完成品トレイ完成品トレイ完成品トレイ完成品トレイ完成品トレイ完成品トレイ

模擬加・機・タブレット模擬加・機・タブレット模擬加・機・タブレット模擬加・機・タブレット模擬加・機・タブレット

模擬加・機・
トレイトレイトレイトレイ

搬送・ロボット・産管理・全体表・モニタ・産管理・全体表・モニタ・産管理・全体表・モニタ

模擬加・機・模擬加・機・

搬送・ロボット搬送・ロボット搬送・ロボット

組・台組・台組・台組・台組・台
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神戸大学工学部では、高校生を対象に毎年 月に学部
や各学科の紹介や参加者との交流を目的として、オー
プンキャンパスを実施しています。日ではあります
が、大学での教育・研究に触れてもらえるように、研究
室見学ツアー、体験実習、体験講義など各学科独自の企
画が準備されています。オープンキャンパスの日程に
ついては、工学部ホームページをご参照下さい。

［建築学科］模擬設
計

［市民工学科］自然の中の渦と流れの実験
［市民工学科］自然の

［電気電子工学科］研究室見学

の中の渦と流れの実験然の

［機械工学科］実験室
見学

学科］研究室見学

［応用化学科
］模擬講義

［機械工学

［情報知能工学科］研究室見学

アクセスマップ

キャンパスマップ

大阪国際空港

神 戸 空 港

関西国際空港
JR関西空港線

JR東西線

阪急神戸線

阪神電鉄
JR神戸線

神戸新交通
ポートアイランド線

神戸市営
地下鉄

阪急宝塚線

大阪モノレール

JR大阪環状線

大阪市営
地下鉄

南海空港線

新神戸

三　宮
御　影

六甲道
六　甲

尼　崎

天王寺

難　波

京　橋

大　阪

十三

蛍　池

新大阪

河原町

京　都

( 梅田 )

神戸大学

六甲道

六　甲

新在家 御　影

神大文理農学部前

農学部
文学部

理学部

工学部

経済学部

法学部

経営学部

国際文化学部

発達科学部

神大正門前

神大国際文化学部前

神大発達科学部前

至大阪

至大阪

至大阪

至大阪

至三宮

阪神本線

阪急神戸線

JR神戸線

国道 号線至三宮

至三宮

至三ノ宮

神大国際文化学部前

最寄り駅から工学部まで
徒　　歩：阪急「六甲」駅から約 ～ 分
バ　　ス：阪神「御影」駅、JR「六甲道」駅、阪急「六甲」駅から神戸市バス 系統「六甲ケーブル下」行

に乗車し、「神大国際文化学部前」下車
タクシー：阪神「御影」駅から約 ～ 分／ JR「六甲道」駅から約 ～ 分／阪急「六甲」駅から約 ～

分

Access Map

Campus Map ●お問い合せ先

神戸大学大学院工学研究科
教務学生係

〒  神戸市灘区六甲台町１ １
TEL.

e-mail
eng-kyomugakusei@office.kobe-u.ac.jp

工学部・工学研究科ホームページ
http://www.eng.kobe-u.ac.jp/
神戸大学ホームページ
http://www.kobe-u.ac.jp/

Open
campus

オープンキャンパス

KOBE UNIVERSITY

Graduate School of Engineering / 
Faculty of Engineering, 

「うりボーロード」とは学生、教職員並びに工学部を訪れる方が、
安全かつ快適に来校するため又工学部から他のキャンパスへス
ムーズに移動できるよう設置された遊歩道です。
「うりボー」とはイノシシの幼獣のことで、愛らしい姿からそう呼
ばれています。ばれています。

シシの幼獣のことで、愛らしい姿からそう呼

工学部学舎
自然科学総合研究棟（3号館）
自然科学系図書館
情報基盤センター（本館）
情報基盤センター（分館）
システム情報学研究科棟
工作技術センター
都市安全研究センター
先端膜工学研究拠点
研究基盤センター（機器分析部門）
本部事務局，保健管理センター

9

9

2 0 1 6
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神戸大学工学部では、高校生を対象に毎年 月に学部
や各学科の紹介や参加者との交流を目的として、オー
プンキャンパスを実施しています。日ではあります
が、大学での教育・研究に触れてもらえるように、研究
室見学ツアー、体験実習、体験講義など各学科独自の企
画が準備されています。オープンキャンパスの日程に
ついては、工学部ホームページをご参照下さい。

［建築学科］模擬設
計

［市民工学科］自然の中の渦と流れの実験

［電気電子工学科］研究室見学 ［機械工学科］実験室
見学

［応用化学科
］模擬講義 ［情報知能工学科］研究室見学

アクセスマップ

キャンパスマップ

大阪国際空港

神 戸 空 港

関西国際空港
JR関西空港線

JR東西線

阪急神戸線

阪神電鉄
JR神戸線

神戸新交通
ポートアイランド線

神戸市営
地下鉄

阪急宝塚線

大阪モノレール

JR大阪環状線

大阪市営
地下鉄

南海空港線

新神戸

三　宮
御　影

六甲道
六　甲

尼　崎

天王寺

難　波

京　橋

大　阪

十三

蛍　池

新大阪

河原町

京　都

( 梅田 )

神戸大学

六甲道

六　甲

新在家 御　影

神大文理農学部前

農学部
文学部

理学部

工学部

経済学部

法学部

経営学部

神大正門前

至大阪

至大阪

至大阪

至大阪

至三宮

阪神本線

阪急神戸線

JR神戸線

国道 号線至三宮

至三宮

至三ノ宮

神大国際文化学部前

最寄り駅から工学部まで
徒　　歩：阪急「六甲」駅から約 ～ 分
バ　　ス：阪神「御影」駅、JR「六甲道」駅、阪急「六甲」駅から神戸市バス 系統「六甲ケーブル下」行

に乗車し、「神大国際文化学部前」下車
タクシー：阪神「御影」駅から約 ～ 分／ JR「六甲道」駅から約 ～ 分／阪急「六甲」駅から約 ～

分

Access Map

Campus Map ●お問い合せ先

神戸大学大学院工学研究科
教務学生係

〒  神戸市灘区六甲台町１ １
TEL.

e-mail
eng-kyomugakusei@office.kobe-u.ac.jp

工学部・工学研究科ホームページ
http://www.eng.kobe-u.ac.jp/
神戸大学ホームページ
http://www.kobe-u.ac.jp/

Open
campus

オープンキャンパス

KOBE UNIVERSITY

Graduate School of Engineering / 
Faculty of Engineering, 

「うりボーロード」とは学生、教職員並びに工学部を訪れる方が、
安全かつ快適に来校するため又工学部から他のキャンパスへス
ムーズに移動できるよう設置された遊歩道です。
「うりボー」とはイノシシの幼獣のことで、愛らしい姿からそう呼
ばれています。

工学部学舎
自然科学総合研究棟（3号館）
自然科学系図書館
情報基盤センター（本館）
情報基盤センター（分館）
システム情報学研究科棟
工作技術センター
都市安全研究センター
先端膜工学研究拠点
研究基盤センター（機器分析部門）
本部事務局，保健管理センター

9

9

2 0 1 7

国際人間科学部

国際人間科学部

神大人間発達環境学研究科前

神大国際文化学研究科前



神戸大学
大学院工学研究科

工学部
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